
Applause Hachimantai People 輝かしい功績に拍手！

はな組出場メンバー（敬称
略）。前列左から伊藤亜紀、
佐々木輝龍、三浦陸、本堂
諒及、澤尻月護、伊藤綾海、
後列左から渡辺瑛大、田村
京珠、本堂音華、山田姫桜
来、佐々木夢歩、上山漣司。
指導陣は林下亞実、工藤美
智子、遠藤一子、遠藤幸太、
佐々木さやか。写真提供：
松川一の宮太鼓

松
川
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宮
太
鼓
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な
組
が
準
優
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日
本
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
へ

　
松
川
一か
ず
の
宮
太
鼓（
遠
藤
一
子
会

長
、
会
員
約
９０
人
）は
28
年
１１
月
27

日
、
酒
田
市
民
会
館（
山
形
県
）で

行
わ
れ
た
第
５
回
東
北
太
鼓
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
市
内
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
で
構
成
さ
れ

た「
は
な
組
」の
メ
ン
バ
ー
13
人
。

3
月
19
日
㈰
に
神
戸
国
際
会
館
こ

く
さ
い
ホ
ー
ル（
兵
庫
県
）で
開
催

さ
れ
る
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー

ル
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
同
会
が
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

の
は
今
回
が
２
度
目
。
は
な
組
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
三
浦
陸
君

は「
東
北
大
会
で
準
優
勝
し
た
時

は
、
言
葉
が
出
な
い
く
ら
い
驚
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
先
生
方
の
指
導

の
お
か
げ
で
す
。
全
国
で
は
優
勝

を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
。
そ
し

て
八
幡
平
市
を
活
気
付
け
た
い
」と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
こ
と
し
で
結
成
30
周
年

を
迎
え
、
次
の
と
お
り
記
念
演
奏

会（
入
場
料
無
料
）を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日
・
場
所 

2
月
11
日（
土
・

祝
）、姫
神
ホ
ー
ル（
盛
岡
市
） 

　
詳
し
く
は
、
松
川
一
の
宮
太
鼓

（
☎
７
４・２
０
２
５
）ま
で
。

平成28年度県公衆衛生功労者等表彰受賞
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＝

安全・安心な食の環境づくりを ――

地域の食生活改善と

　平成28年度県公衆衛生功労者等表彰式
が12月1日、いわて県民情報交流セン
ター・アイーナ（盛岡市）で執り行われ、
中軽米こう子さん（67）が公衆衛生功労者
県知事表彰を、畠山貴美子さん（70）が県
食生活改善推進員団体連絡協議会長表彰
を受けました。本表彰は、公衆衛生分野
で長年にわたり活動を行い、功績のあっ
た個人・団体を顕彰するものです。
　２人は、市内において食生活改善の普
及を図り、市民の健康増進に寄与すると
ともに、郷土食の伝承にも尽力してきま
した。表彰を受けたことについて「私た
ちの取り組みに理解を示していただき、
共に活動を続けてきた皆さんのおかげで
す」と、感謝の気持ちを述べました。

郷
土
食
の
伝
承
に
力
注
ぐ
―
―

中軽米こう子さん

ひ
た
む
き
に
、
一
途
に
、

平
成
28
年
度
県
食
品
衛
生
関
係
表
彰
受
賞

株式会社北舘製麺

　

平
成
28
年
度
県
食
品
衛
生
関
係
表

彰
式
が
11
月
29
日
、
ホ
テ
ル
森
の
風
鶯

宿（
雫
石
町
）で
執
り
行
わ
れ
、
食
品
衛

生
功
労
者
と
し
て
吉
田
次
男
さ
ん（
64
）

が
、
食
品
衛
生
優
良
施
設
と
し
て
株

式
会
社
北
舘
製
麺
が
県
知
事
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
は
、
市
内
で
飲
食
店
営
業

や
食
堂
運
営
を
行
う
か
た
わ
ら
、
市
内

飲
食
店
な
ど
を
対
象
に
食
品
衛
生
に
関
す

る
指
導
を
38
年
間
継
続
し
て
実
施
。
北
舘

製
麺
は
、
食
品
の
安
全
性
確
保
の
た
め
の

手
法
に
基
づ
き
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
を

長
年
に
わ
た
り
実
施
し
、
他
の
模
範
と
な

る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
に
つ
い
て
、
吉
田
さ
ん
は「
今
回

の
受
賞
を
糧
に
、
よ
り
一
層
食
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
地
域
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
」、
北
舘
社
長
は「
社
員
一
丸
と
な
っ

て
日
頃
努
力
し
て
い
る
姿
が
表
彰
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
表
彰
に
恥
じ
な
い
よ
う
、

お
客
様
の
信
頼
に
応
え
て
い
き
た
い
で

す
」と
、
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

（写真左から）畠山寛志総務部長、北舘充史代表取締役社長、
品質保証担当、包装スタッフの皆さん

畠山　貴美子さん
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吉
田　
次
男
さ
ん

株
式
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北
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製
麺

県卓越技能者（写真工）
八幡冨士男さんに表彰

昭和24年生まれ。平舘高校卒業後、写真師としての道
を歩み始める。写真師歴50年。八戸市での修行と群馬
県で勤務後、家業の写真館経営（八光スタジオ）を継ぐ。
スタジオ撮影や婚礼写真などに優れ、全国の若手写真
館経営者らを指導してきた実績が認められ、28年度県
卓越技能者として表彰を受ける。

八幡 冨士男さん

　平成28年度県卓越技能者表彰式が11月28日、サ
ンセール盛岡（盛岡市）で執り行われ、八幡冨士男
さん（67）が、写真工の卓越技能者として、表彰を
受けました。本表彰は、広く社会一般に技能を尊重
する気風を浸透させ、技能者の地位および技能水
準の向上を図ることを目的として、県内において
極めて優れた技能を有し、他の技能者の模範と認
められる者を県が表彰するものです。　

●撮影の時に心掛けていることは？
　撮影の基本姿勢は「品良く撮ること」。今は昔と
違って、携帯電話やデジタルカメラなどで誰でも
気軽に写真を撮れる時代になっていますが、1 枚
１枚に精魂を込めた写真とそうでないものは、明
らかに違いが出てきます。若い時からこの姿勢や
写真に対する思いは変わっていません。
●写真師としての信条は？
　努力をすればチャンスはいつか来る。苦労した
分だけ報われる。そう信じて写真に取り組んでき
ました。20代の時、東京で写真について学んでい
ると、同年代の人たちの熱意に圧倒されました。そ
れをきっかけに努力を重ね、貪欲に挑戦し続けて
いたら、たくさんの素晴らしい機会に恵まれまし
た。写真はタイミングが重要。絶妙なタイミングと
いうのは、努力していれば必ずやってきます。
●今後について
　これからも写真で挑戦したいことがまだまだあ
ります。若手から刺激を受けつつも、模範となれる
よう努力を続けていきます。

＝秋葉＝
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